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● 構造躯体性能よりも、他の要素（非構造部材、設備機
器、継続使用性など）により建物寿命や性能が決まる
ことも多い。

3. 求める技術の全体像
● 建築構造分野においては、最低限必要な、全体崩壊を防ぐ技術や、構造性能を高精度で定量的に評価する技術が求

められる。
● 建築構造以外の分野においては、地震時の安全確保や機能維持、地震後の診断・復旧に資する技術を探求する。ま

た各技術が有する耐震性能を定量的に評価する。

趣旨・概要： 構造躯体、およびそれ以外の各要素・各技術が耐震性に貢献できる可能性について、多角的に整理・分
析を行い、構造躯体のみによらない総合的な耐震性確保の実現に向けた基礎的な検討を行う。

関連業種： 設計会社、コンサルタント、ゼネコン、材料メーカー、センサ機器、情報通信機器メーカー等

4. 研究会

1. 背景 2. 解決方法
● 構造躯体性能を適切に評価するとともに、その不足を補

う技術を開発する。

研究会期間：

● さらに大きい地震への対策が求められてきている。
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耐震性能を補う技術の追求、効率化

実際に最小限の建物を建築する必要性は限定されるが、 
最小限を目指すことにより、構造性能の定量的評価技術の進化と 
耐震性能を担う各種技術の進化とを同時に促す。

損傷しても全体崩壊を防ぐ技術

即時に損傷判定する技術

全体崩壊しても安全確保できる技術 的確・迅速に
避難誘導する技術

大きな揺れにも耐えられる内外装材、設備機器

即時修復できる技術
人の動きを検出し、安全性を分析する技術
シェルターの構築・配置技
術

安心感の評価と検証

日常的な啓発と情報提供

法律上のバックアップ社会的環境
安全確保しやすい（避難しやすい）建築計画

多種多様な情報を即時収集、即時分析、即時提供する技術
構造性能を

適切に最小限にし
それを補うことを可能にする

技術体系

２０２０年６月〜　１年間（予定）


